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研究成果の概要（和文）： 

放射線治療部門データベースの標準的な登録様式・項目が定義された標準フォーマットを提示，推進
した．さらにそのフォーマットに準拠した放射線治療部門データベースシステム（基本＋各論データ
ベースシステム）を構築し，放射線治療部門データベースの普及を行った．各がん登録（院内，地域，
臓器別がん登録）とのデータリンクシステムを開発した．他施設共同研究の際のデータ共有や全国的
なデータ収集を行う上での基盤となるデータベースシステムを構築できた． 
 
研究成果の概要（英文）： 
The standard data formats for radiation therapy information were established and 
radiation therapy database using the standard formats were developed. The database 
consists of two parts (common part and site-specific part). The database can link data 
from separate databases (hospital-based cancer registries, population-based cancer 
registries, and site-specific cancer registries). 
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１．研究開始当初の背景 

 近年，放射線治療技術の高度化，患者の増
加により治療情報が大量に発生しており，各
施設の治療部門では情報の管理，保管が重要
な責務となっている．また，2007 年 4 月 1日
に「がん対策基本法」が施行され，放射線治
療の推進が重点的に取り組む課題として挙
げられており，需要はますます高まることが
予想される．IT（information technology）
化の進展により，独自にデータベース（DB）
システムを開発し（放射線治療部門 DB），情
報の管理，保管を行っている施設が増加し，
またいくつかの企業から放射線治療部門 DB

を含めた放射線治療部門情報システム（以下，
治療 RIS: Radiology Information System）
が提供され始めており，正確で詳細な情報の
管理，保管が可能となっている．日本放射線
腫瘍学会（Japanese Society for Therapeutic 
Radiology and Oncology: JASTRO）の DB 委
員会が行った全国放射線治療施設の構造調
査によると 2005 年時点で，情報集計に PC を
用いている施設は 91.1%と非常に高い数値で
あった． 
 一方で放射線治療情報に関する標準的な登録
様式，項目は確立されておらず，各放射線治療
部門 DB は独自の登録様式，項目で情報を登録，
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管理している．放射線治療の現状把握，成績向
上のためには他施設や全国集計との比較が必須
であるが，各放射線治療部門が多様な登録様式，
項目で DB を管理している現状では他施設との
情報共有，全国的な情報収集は困難である． 
 

２．研究の目的 

 放射線治療部門DBの標準的な登録様式・項目
が定義された標準フォーマットを提示，推進し，
さらにそのフォーマットに準拠した放射線治療
部門 DB システム，各がん登録（院内がん登録，
地域がん登録，臓器別がん登録）とのデータリ
ンクシステムを開発し，提供することを目的と
する．他施設共同研究の際のデータ共有や全国
的なデータ収集を行う上での基盤となる． 
 
３．研究の方法 

(1) 標準フォーマットの提示と推進：前年度
に作成された標準フォーマットを全国
の放射線治療施設と治療RIS開発企業に
提示し，施設の部門システムや企業が開
発している治療 RIS に使用を推進する． 
 

(2) 放射線治療部門 DB システムの開発：標
準フォーマットを用いた放射線治療部
門 DB システムを開発し，各施設の部門
システムの整備を支援する． 
 

(3) 他システムとのデータ連携のためのデ
ータリンクシステム開発：上記システム
と既存の各がん登録システムとデータ
連携のためのデータリンクシステムを
開発する． 
 

４．研究成果 
(1) 標準フォーマットの提示と推進：本研究

計画に先行して，放射線治療情報の標準
フォーマットを策定した．策定したフォ
ーマットは過去に日本放射線腫瘍学会
データベース委員会が運営していた放
射線腫瘍学広域データベース（ROGAD）
に予後情報（再発，有害事象，2 次発が
ん等）を充実させたフォーマットとした
（基本 DB フォーマットの策定）．さらに
2008 年度，2009 年度に厚生労働科学研
究費補助金第3次対がん総合戦略研究手
島班と連携して，放射線治療が重要な役
割を示す 5疾患（乳癌，子宮頸癌，食道
癌，肺癌，前立腺癌）の詳細なフォーマ
ットを策定した（各論 DB フォーマット
の策定）．日本 IHE 協会放射線治療委員
会 （ IHE-J RO WG: Integrating the 
Healthcare Enterprise –  Japan 
Radiation Oncology Working Group), 治
療 RIS（Radiation Information System）
開発企業と，上記フォーマットの治療
RIS の DB への装填の共同開発を行った．

IHE-J RO WG が推奨する治療 RIS に搭載
される標準的な DB 項目は JNCDB の疾患
共通部分（基本 DB）の項目を全て網羅す
ることとした．これにより策定したフォ
ーマットの現場への浸透が図れた． 
 

(2) 放射線治療部門DBシステムの開発：2008
年度に上記基本 DB フォーマットを組み
込んだ放射線治療基本 DB システムの開
発を行った．部門データベースシステム
が十分に整備されていない施設でも容
易に利用可能な設計とするため，
FileMaker を用いて開発した．標準フォ
ーマットと開発データベースシステム
の利用を全国放射線治療施設，治療 RIS
開発企業に周知するため，日本放射線腫
瘍学会のホームページからダウンロー
ド可能とするとともに，学会発行のメー
リングリストにて学会員，開発企業に提
示した．2009 年度は各施設の意見を取り
入れて基本 DB を改良するとともに，5
疾患（乳癌，子宮頸癌，食道癌，肺癌，
前立腺癌）の各論DBシステムを構築し，
上記基本 DB にリンクさせた．これによ
り，基本+各論の 2 重構造のデータベー
スシステムに拡張した．2010 年度は基本
DB，各論 DB システムのさらなる改良を
行った．基本 DB システムに関しては，
操作性を向上させる改良を行った．具体
的には“疾患名”の項目を“原発部位名”
を包含する上位項目として，“疾患名”
を入力することで，他項目の絞り込みを
自動で行えるようにした．これによりデ
ータの正確性が増し，大幅な入力負担の
軽減となる．各論 DB システムに関して
は，データ項目の順位付け（Basic，
Detail，Expand の 3 段階）を行った．全
国登録を視野に入れたデータ入力側の
負担軽減を目的としている．全国登録で
集計する「Basic」の項目のみを通常の
登録画面に表示し，各施設の治療部門で
必要と考えられる項目を「Detail」，
「Expand」として必要に応じて表示する
設計とした．基本，各論 DB の連携図を
以下に示す． 

各論DB データ項目数: 200-300

基本DB

データ項目数: 約70

ExpandExpand Expand ExpandExpand

DetailDetail Detail DetailDetail

BasicBasic Basic BasicBasic

共通項目

共通項目共通項目 共通項目 共通項目共通項目

疾患共通

乳癌 子宮頸癌 食道癌 肺癌 前立腺癌

個人情報項目でデータ連携
（院内がん登録様式）

 

図 1. 基本，各論 DB システムの連携図 



 

 

これらのシステムは一定の規則を守っ
たうえで、ダウンロードした各施設でカ
スタマイズが可能な設計となっている。
各施設での利用の中で発生したエラー
やカスタマイズ、項目の追加案などがデ
ータセンターに報告され、JASTRO データ
データ委員会で協議された上で、改訂版
を公開するという開発サイクルとなっ
ている（図 2）． 

Download

・部門DBとして使用
・カスタマイズ可能

放射線治療施設

・基本DB

・各論DB

(Breast, Cervix, Esophagus, 

Lung, Prostate) データセンター

カスタマイズの報告
エラー，不具合の報告

改訂版のUpload

エラー，不具合の修正

改

・前versionとの整合性を確保
・各施設の意見を反映

DBの改訂オープンソース化

 

図 2 データベースシステム開発サイクル 

 

現時点までの改訂のサイクルは以下の
ようになっている． 

2007/04/23 Version 1.0 公開 
 2008/07/22 Version 2.0 公開 
 2009/06/11 Version 3.0 公開 
 2009/11/24 Version 3.2 公開 
 

(3) 他システムとのデータ連携のためのデ
ータリンクシステム開発：2008 年度は厚
生労働科学研究費補助金第3次対がん総
合戦略研究手島班と連携して，JNCDB と
各がん登録（院内がん登録，地域がん登
録，臓器別がん登録）とのデータ共有の
ための会議を行った．将来のデータ共有
を目的として，各がん登録フォーマット
の個人情報部分を統一させることとし，
開発したデータベースシステムの個人
情報部分を国が政策を進めている院内
がん登録の標準登録様式に一致させて
いる．米国 IMPAC 社を訪問し、米国のが
ん登録の現状と市場占有率の同社のオ
ンコロジーシステムの視察を行った．同
社開発の放射線治療部門のデータ管理
システムである MOSAIQ の日本語化の開
発とともに放射線治療情報の標準フォ
ーマットの装填の開発を協力して進め
ていくことが決定した．2009 年度は院内
が ん 登 録 の 登 録 シ ス テ ム で あ る
「Hos-CanR」と日本食道学会全国登録委
員会が行っている食道癌全国登録の登
録システム（臓器別がん登録の1つ）と、
本研究で構築した放射線治療部門デー
タベースシステムとのデータリンクシ
ステムの構築を行った．それぞれのシス
テムで共通している個人情報項目をキ

ーとして各システムのデータを相互に
保管可能なシステムとなっている．ダミ
ーデータを用いたテスト運用を行い，シ
ステムが正常に機能していることを確
認した．2010 年度は院内がん登録の登録
システムである「Hos-CanR」とのデータ
リンクシステムの改良を行った．両シス
テムで共通している個人情報項目をキ
ーとして各システムのデータ項目の対
応表を作成し，一方のシステムからテキ
スト形式でエクスポートしたファイル
を，対応表を用いて他方のシステムのデ
ータ項目に変換し、インポートすること
により、共通のデータ項目についてデー
タ連携が可能となった．放射線治療部門
データベースを日常的に利用できるよ
うに項目の再検討を行い，全国登録を行
うための入力軽減の機能を追加し，他シ
ステムとの施設内でのデータ連携も可
能とした． 
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